


1. 本 吉志は ､物 性 物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ

の 研 究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 しあ い ､ ま た ､ 研 究 に 関 連 した

一情事良を速 や か に 交 換 し あ う こ と を 目的 と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･

刊 行 さ れ ま す o 掲 載 内 容 は ､ 研 琴 論 文 ､ 研 究 会 ･国 際 会 議 な ど

の 報 告 ､ 講 義 ノ ー ト､ 研 究 に関 連 した 諸 問 鱒 につ い て の 意 見 ､

J情事臣な どてらす 0

2. 本 吉志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は 行 な い

ませ ん ｡ 但 し､ 編 集 者 が本 吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と

認 め た も の につ い て は ､ 改 貢丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ

と 75,hhあ .り ま す ｡

3. 本 言志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 誌 に 引 用 す る と き は ､ 著 者 の 寮

.諸 を得 た 上 で Privatecommunication扱 い に して 下 さ い ○

投 稿 規 定

1. 雑 誌 の ペ ージ数を妻

しゝ ○

するた{め原稿は 極 力 筒 音繁 に お 書 きTFさ

2. 原 稿 は 4 0 0字 言吉原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さ い ｡

3. 数 式 ､ 言己号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 定 に

準 じ､ ミス ウ写リ ン トが 生 じ を い よ う に適 当 を処 置 を と っ て 下 さ一

㌧ヽ o

｣ニッ キ ､ 下 ツ 弁 は特 に紛 わ しい も の の み を才旨定 して 下 さ い O

英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャ の 手旨走 を 忘 れ を い よ う に ､ O と a

と 0(ゼ ロ )､u と n と r､C と e､l(エ ル )と 1(イ チ )､X と×
(カ ケリレ)､ u と V等 が 一 番 間 違 い や す い ｡

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さ い ｡

5. 1行 以 内 に お さ ま ら を い 可 能 一隆 の あ る長 い 数 式 等 は 必 ず 改 行

の 際 の 切 れ 目 を赤 で 手旨走 してぐ?下 さ い t,

6. 図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 し ま せ ん ｡ 1頁 以 内 に人 ら を い 図

と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ま す ｡

7. 投 稿 後 の 原 稿 の 言丁正 は で き る だ け さ け る よ う に して 下 さ い ｡

8. 別 刷 は 原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ ど う して も別 刷 が 入 用 を場 合

は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い ｡ 別 刷 代

は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ま す ｡

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ま せ ん ｡)

p :物 研 出 来 上 り真 数

Ⅹ :別 席rJ所 要 普β数

a :別 席tJl頁 の 代 金 3円

b :聾圭本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円

別 刷 代 =-(ap+ b)Ⅹ+ 送 料

別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に糸内め て 下 か い｡

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を喜寿求 さ れ る こ と が あ り ま

す か ら､ 御 注 意 下 さ い ｡

9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 さ れ ま

す ｡

p.
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プ レプリン ト案内

[東北大 ･工 ･応物 ･桂研]

oG.A.Baker,Jr.
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ModelII- ApplicationoftheGrandCanoncalMethod

o F･HarbusandH.E.Stanley

IsingModel"Metamagnet"andTricritical SusceptibilityExponent

o 班.E.StanleyandD.D.Betts

DependenceorCritical-PointExponentsonModelParameters:A BilinearForm

o E.StollandT.Schneider

ComputerSimulationorCriticalProperties〔andMetastableStatesinaFinite

SquarelsingSystem

oM.N.BarberandM.E.Fisher

CriticalPhenomenainSystemsofFiniteThicknessi.TheSphericalModel

o M.E.FisherandM.N.Barber

ScalingTheoryforFinite-SizeEffectsin theCriticalRegion

oD.L HunterandG.A.Baker,Jr.

MethodsofSeriesAnalysis,I:ComparisonofCurrentMethodsUsedinthe

TheoryofCriticalPhenomena

oC.Fan

RemarksontheEightVertexModelandthe＼Ashkin-TellerModelofLattice

Statistics

oD.C.Rapaport

ThelsingFerromagnetwithlmpurities:A SeriesExpansionApproach, I

oH.Yahata

RelaxationorOne-DimensionalStochasticlsingModelsr

oM.TanakaandY.Kondo

A GreenFunctionTheoryofanAnisotropicFerromagnet

[日大 ･理工]

oTheSpecificHeatofaNormalFermi Liquid.Ⅰ: LandauTheoryApproach.

(C.∫.PethickandG.M.Carneiro)
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プレプリント案内

o NumericalCalculationoftheZeroBiasConductivityforaSuperconductingTunnel
つウ

Junction,in thePresenceof"Depalrlng.

(K.BakerandG.Paterno)

oTheCoefficientoftheElectronFrictionDuetothePhononInteraction.

(N.Milinsky)

｡ EnergyGapinNeutron-StarMatter.

(TatsuyukiTakatsuka)

o New MethodofDeterminationofPhysical-ChemicalPropertiesofMatter.

(V.G.Zinov,A.D.KoninandA.Ⅰ.Mukhin)
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WignerRepresentation"
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Field"
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プレプリント案内
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''Kramers-KronigRelationsandSum Rules"
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"ApplicationoftheEquationofMotionMethodtotheSpectrum of
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"SeebeckCoefficientsNearaSpinOrderingTemperature"
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o 72-S-64 K.Y.Ahnetal.
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ニ ュ-ス

名大 ･工 ･応物

o 物性懇話会

7月4日(火) -"化合物磁性体の光吸収〝

阪大 ･基礎工 望月和子氏

掲 示 板

基研短期研究会 ｢自己組織 ･自己制御系

の統計物理学とその周辺｣についてのお知らせ

[主旨] 最近熱平衡から著 しくかけ離れた状態におかれた開いた体系の統計力学の上

に立って,生命現象を理解し,その諸法則を体系ゐシステムとしての性質との関連に

おいて探ろうという試みがなされるようになった｡

このような状況下で,上記の問題に積極的に興味をもっている生物科学 と物理科学

の研究者が集まって,その研究成果または試行的研究の結果をもちよって問題を具体

的に整理 ･検討し,つつ込んだ議論のなかから生命現象の本質を理解するための手が

かりを得たい｡

[具体的方針]

A. 期 日:昭和48年 1月下旬の3日間

場所 :京都大学基礎物理学研究所

B. 今回は下記テーマにしぼり,専門外の者に意味が十分にわかるように,易しく

じっくりと発表する｡

(1)生体における形態形成

(凝縮理論から化学的散逸構造まで) .I

(2)下等動物の行動

(走性,集団運動など)

(3)開いた体系の統計力学

(非線形系のゆらぎとダイナミックスPrigogine学派の紹介と批判など)

C. 発表者を約 10- 15名程度にしぼり,最後の日の後半に問題点を綜合的にと
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掲示板

らえて,深 くはり下げて議論する｡

D. 発表予定者で,この研究会の準備のために試行的研究をおこな う人のために若

干の計算費 (最高数万円程度 )が用意 してあります｡希望者は研究の意義,内容,

計画と予算をそえて,昭和47年9月末日までに申し込んで下さい｡申し込み多

数の場合は世話人の方で調整することがあります｡

E. 発表者にはできるだけ旅費の援助をいたします｡

[発表申込] 発表を希望される方は,上記の趣旨,具体的方針をお含みの上,昭和47

年 9月末日までに,発表の内容をそえてお申し込み下さい｡

[申込先] 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所共同利用事務室

清 水 博

世 話 人 桧 原 武 生

垣 谷 俊 昭

基研短期研究会

｢融解現象とその周辺｣ 開催のお知らせ

1.期日:1基研研究部員会議(11月中旬開催予定)の前3日間

2.主旨:融解現象は相転移現象として統計物理学の重要な問題の一つであるが,臨界

現象などに比べるとその研究は余り活潜ではなかった｡しかし剛体球系の相転

移,高圧下の融点降下現象,液晶の相転移,過熱過冷却現象,ガラス転移,相

の不安定性の問題など,その理論的解 釈 が十分行われないまま放置されている

幾多の問題があり,最近になって漸 くそ の研 究 が活 潜 化 して きた｡

この機会にこれらの問題に強い関心 を もつ 研 究 者 が集 って研 究 成 果 の発表,

研究意見の交換,討論を行ない今後の研 究 方 向 も見定 めて行 き た い ｡

ただし今回は研究会の討論を余り発 散 させ な い た めに , い わ ゆ る単純 液 体 *
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の固相-液相転移およびそれに密接な関連をもつ現象,一得に新しい問題,基礎

的な問題 を中心としてプログラムを編成 したいと考えています｡

*その構成分子をeffectiveに球対称として取扱いうる液体

3.予算 : 旅費 17万円

校費 20万円(主として計算費)

4.参加申込 :

参加を希望される方は上記の主旨をお含みの上,昭和47年 9月末日までに

下記申込先あて,関心あるテーマ,研究計画,および研究会のさいに話してい

ただける話題の簡単な説明などを添えてお申込下さい｡

rp-できるだけ多数の方々に旅費が支給されるよう･に配慮 しますが,予算上の制

たい､約のため,申込者が多数の場合は御希望にそえないことがあると思いますので

御了承下さい｡

5.申込先 :〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所 共同利用事務室

｢融解現象研究会応募 ｣と封筒に表記して下さい｡

6.世話人 :森 肇,松田博嗣,小川 泰

基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集

来る11月中旬,基研研究部員会議が行われる予定ですので,議題

がございましたら提案趣旨とともに,10月7日(土 )必着で下記に

お申し込み下さい｡

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物療学研究所

研 究 部 員 会 議 議 長 団
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1972年 7月10日

基 研 教 授 公 募 /

京都大学基礎物理学研究所

所長 牧 二 郎

今回基礎物理学研究所で教授 1名を募集致します｡希望者の応募,適任者の推薦をお願

い致します｡

(1)任 ′期 :5:2年で重任は認めません｡

(2)専 門 分 野 :広い意味での物性論 (生物物理学,核物性なども除外されませんi')

(3)着任希望時期 :できるだけ早い時期に着任されることを希望します｡

(4)提 出 書 類 : y) 応募の場合 履歴書,発表藤文 リス ト,着任可能時期

(｡) 推薦の場合 推薦書,略歴,着任可能時期

(5)帝 切 :1972年 10月 16日(月) 必着

(6)選 考 機 関 :基研運営委員会 (10月未開催予定 )

(7)宛 先 :京都市左京区北白川追分町(〒 606)

京都大学基礎物理学研究所

牧 二 郎

封筒の表に｢教授応募 (推薦 )書類在中｣と明記 して下さい｡
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九州大学理学部生物学教室助教授公募

下記により助教授候補者を公募いたします｡希望者の応募または適任者の推薦をお願

いいたします｡

1.ポス ト･人員

数理生物学講座 助教授 1名

教 授 松 田 博 嗣

,同講座教官構成 助教授 (目下公募中)

助 手 2名中 1名は人事進行中

＼ 1名は現在欠員中

2.研 究 分 野

数理生物学研究室の建設に積極的に参加 し,興味ある新 しい問題を生物学の分野か

ら取 り上げ,それを主として理論的に研究解明する意欲のある人を求めています｡

3.資 格

上記の研究をおこなうことが出来,学部および大学院生を教育指導できる能力をも

っていること｡

若い方を歓迎 します｡

4.提 出 書 類

a)応募の場合

履歴書,研究業績 リス ト,主な轟文の別刷,過去 ･現在 ･将来の研究に関する解

説および見解i

b)推薦の場合

推薦者,履歴書 (略歴 ),研究歴 (研究の解説を含む ),主要業績 リス ト(タイ

プ印字を望む ),ほかにできれば主な論文の別刷｡

5.公 募 締 切

昭和47年 10月31日

-243-



掲示板

6.宛 先

〒 812 福岡市東区箱崎九州大学理学部生物学教室

数理生物学助教授候補者選考委員会

委員長 栓 田 博 嗣

電 話 (福岡) 64-1101

内線 4296(9月末まで)

// 4290(10月以降 )

注 意 :生物学教室助教授応募又は推薦書在中と封筒表書に明記して下さい｡
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編 集 後 記

豪雨のあとの酷暑のなかで編集会議がおこなわれました｡投稿論文が少な くて研究会

報告が多いのは嬉ぶべきか悲 しむべきかわか りませんが, もっと気楽な投稿がふえると

おもしろくなると思います｡財政状態はなんとか赤字の増加 をくい止めている様子で深

刻に財政 を検討するとい う苦 しみからはしばらく開放 されそ うです｡

物 性 研 究

第 18巻 第 5号

1972年 8月20日 発 行

発行人 栓 田 博 嗣

京 都市左京 区北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭和 堂 印刷所

京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

発行所 物性研究刊行会

京都市左京 牢北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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